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manifest themselves outside the body, making each human and that human's 
animal-formed “soul” (both changing infintely and whimsically until the onset of 
puberty) an interdependent pair' (ix ).
ⅵ　 In Christian iconography the risen Christ and Lucifer are indistinguishable, writes 
Don Cupitt in Jesus and Philosophy . 'The former is “the only-begotten Son of God”, 
and the latter is the greatest and most beautiful of all the angelic sons of God. . . . 
[T]he ambiguity is persistently emphasized . . . In Revelation 22.16 Jesus is 'the 
bright Morning Star'; that is, the planet Venus, Lucifer the light-bringer' (74-5). 
This merging offers intriguing possibilities for the Fall narrative against which the 
His Dark Materials  is set and an avenue for examination outside the scope of this 
essay.
ⅶ　 Considering Pullman's wariness around God language, it seems wise and no loss at 
all to the authorial intentions, to go with the Greek gloss.
ⅷ　 The Greek word kenosis  means 'emptiness' and is used in Philippians 2:7: '. . . Jesus 
made himself of no reputation, and took upon him the form of a servant . . .' (KJV). 
It is appears to have a few variations. In the NIV, the translation reads: 'Jesus made 
himself nothing' where in the NRSV, it reads  '. . . he emptied himself . . .'  The idea 
of kenosis  points to a purposeful emptying of one's own will and becoming open 
and receptive to divine will, a larger story than simply one's own.
ⅸ　 Luke 17:33: 'Whosoever shall seek to save his life shall lose it; and whosoever 
shall lose his life shall preserve it.  Those who try to make their life secure (set a 
boundary/property lines) will lose it, but those who lose their life will keep it.' See 
Wink, 159.
ⅹ　 It is true that Iorek has not been killed in battle, but it is equally true that he has 
risen from a different kind of death.
xi　 A designation coined by Freitas and King which they claim 'would have fit very 
well into this Death-of-God movement, which sought to shock Christians out of the 
juvenilia of believing in a Superman-type false God who rules from the clouds and 
into a more worldly vision of the divine, suited to the realities of science and the 
truths of the Enlightenment' (xix).
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　　内面的動揺を中心に　　
藤木　和子※
Brian Friel’s A Month in the Country : Conﬂict and Inner Turmoil
Kazuko FUJIKI
　It is quite well known that Brian Friel has been attracted by the works of Chekhov 
and Turgenev.  When he revises some of their works, he brings his Ballybeg with 
its people and psychology to life through the characters and the spirits described by 
those Russian dramatists.  The phases of characters' inner conflict are the elements 
which make the action of Turgenev's A Month in the Country.  Thus, when Friel revises 
it, he does not bring the Ballybeg atmosphere into his version, but focuses on the 
agony and torment uttered by the private self of each character, which is one of Friel’s 
major concerns.  He does not forget to add his own uniqueness, which does not spoil 
Turgenev's original. 
  This paper, taking account of Friel's unique and harmless adaptation, examines the 
complexity of a person who suffers secretly with his isolated and un-understandable self 
submerged deep in his soul, through the problem of love and marriage. 
Key words: Brian Friel, Irish Drama, Ivan Turgenev
I
　ブライアン・フリール（Brian Friel, 1929～）がチェーホフ（Anton Chekhov, 1860-
1904）の作品に深い関心と共感を寄せていることは，チェーホフの作品をもとにフリール
の独自性を加えてフリール流に作品を仕上げたことでも明らかである１。また，父と息子
の関係を取り上げた作品を発表したフリールは，ツルゲーネフ（Ivan Turgenev, 1818-
1883）の小説『父と息子』（1862）をもとに The Fathers and Sons（1987）として舞台化し
ている。チェーホフの『三人姉妹』，『ワーニャ伯父さん』，或いは，ツルゲーネフの『父
と息子』をそれぞれフリール版に書き上げていく際には，ロシア人登場人物のなかにフリー
ル独特の虚構の村バリーベッグに暮らす人物像，或いはバリーベッグの住人の心理状態が
※　本学文学部英語英文学科
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重ね合わされていた。しかし，ツルゲーネフの A Month in the Country (1850) はフリール
の大きな関心事である人間の内面の葛藤に焦点が絞られている。そのことに触れて，フリー
ルは彼の A Month in the Country（1992）の中でツルゲーネフの演劇作品について次のよう
に述べている。
　　　 He fashioned a new kind of dramatic situation and a new kind of dramatic 
character where for the first time psychological and poetic elements create a 
theatre of moods and where the action resides in internal emotion and secret 
turmoil and not in external events.  We now have a name for that kind of drama: 
we call it Chekhovian.  But in A Month in the Country Turgenev had written 
Chekhovian characters and situations forty-six years before Chekhov wrote his 
first fully Chekhovian play, The Seagull.２
19世紀ヨーロッパ演劇に大きな影響を与えた３と言われるこの二人のロシア人劇作家の作
品では，復讐のための決闘とか勧善懲悪にいたる経緯というような，誰の目にも明らかな
出来事のみが舞台上で演じられるのではなく，登場人物どうしの複雑な内面が絡み合い，
その葛藤が作品の本筋を占めている。自己分裂を思わせるほどの激しい内面の自己と外面
の自己の衝突に悩む個人を描き続けたフリールが，ツルゲーネフのこの作品中の登場人物
の独白を，内面の自己の激しい吐露として強調的に描いているのも不思議ではない。また，
これまでの彼の翻訳劇同様，フリール版の A Month in the Country (1992) にもフリール独
自の表現，事柄が付け加えられている。しかし，そのことがツルゲーネフのオリジナル作
品が伝える精神を決して損なうことにはならないと述べていることで４，ツルゲーネフの
心理的，及び詩的要素がどのようにフリールの筆を通して再現されているかは興味深い。
　この作品の心理的葛藤，或いは内面告白は愛，結婚という問題を通して行なわれる。そ
こで本稿ではこの作品に見られるフリールの独自性にも注目しながら，愛，結婚という問
題を抱えた登場人物たちの内面吐露を通して，平静な外観の奥深いところで葛藤し孤立す
る魂を抱える複雑な人間の姿を考えていく。
II
　この作品は大学を卒業したばかりの青年アレクセイ・ビレイエフ（Aleksey 
Nikolayevich Belyayev）が大地主で上流階級のアーカディ・イスレイエフ（Arkady 
Sergeyevich Islayev）の屋敷で家庭教師として雇われていた一ヶ月の話である。さらに
具体的に言えば，アーカディの妻ナタリア（Natalya Petrovna）が息子コーリャ（Kolya）
の家庭教師であるアレクセイにどのように惹かれていき，そのことがどのような余波を引
き起こしたかが描かれている。ナタリアは29歳で10歳になる息子がいる。この息子は大人
たちの心理的葛藤に直接関与することがないためか，フリール版では舞台上に登場せず，
他の人々の会話の中に彼の言動が紹介される形で作品に参加している。ナタリアの周りに
いる男性は36歳の夫アーカディ，そしてアーカディの親友であり，この家とは長い付き合
いで食客の身である30歳のミシェル・ラキティン（Michel Aleksandrovich Rakitin），こ
の二人に若い家庭教師のアレクセイが加わることになる。夏だけの雇用という立場のアレ
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クセイが加わるまでのナタリアの生活は，義母アンナ（Anna Semyonovna Islayeva）の
それのように，自分の話し相手になってくれる人物と共に趣味や娯楽で日々の時間をつぶ
すだけで明け暮れ，格別面白いものがあるわけではない。ナタリアの人物像を明らかにす
るために，この３人の男性との関わりの中に見え隠れする彼女の内面をみていく。
　第一幕第一場の始まりでは，アンナが自分のコンパニオンのリザベータ（Lizabeta 
Bogdanovna），孫息子コーリャのドイツ語教師シャーフ（Herr Schaaf）と一緒にカード
ゲームに興じている。ナタリアは絵筆を動かしたり，ミシェルに『トリストラム・シャン
ディ』の朗読を所望している。ナタリアの夫アーカディはこの場にはいない。彼は自分が
考案した水門が自慢であり，穀物を殻と実に分ける唐箕という農具を新たに購入し，これ
にも没頭している様子が語られ，屋敷の中で優雅に主の席を満喫するというより，屋敷の
外で精力的に行動する人間のようである。「忙しすぎて混乱気味」（I always seem to be 
simultaneously very busy and very confused）(30) と言うアーカディは親友だというの
にミシェルと一緒に昼食をとったことも，妻がどこかで見つけてきたと形容している新し
い家庭教師の名前も，その家庭教師が息子にどの教科を教えているのかも正確に覚えてい
ない。当主としてこの屋敷の切り盛りをし，農場の経営に神経を集中させ，良き指導者の
必要性をミシェルに語る場面からも，自らがそれを心がけることで自分の屋敷の統一と平
和を保とうとしているようである。
　　 The Russian workman never fails to astonish me, Michel.  You see that group of 
men I have down at the weir?  As bright and as keen a group of men you could 
ask for, provided--and maybe this is characteristic of the Russian psyche at every 
level of society--provided you lead them with intelligence but especially with 
authority. . . .   But leave them for ten minutes without that leadership and--(Claps 
his hands once)--chaos!  Astonishing, isn't it?  (Act I. scene i.  p. 30)５
実務的なアーカディは言語表現が豊かであるとは言えない。ここで彼が使っている 
'astonishing' という語は，彼の自慢の美しい妻ナタリアにも使い，唐箕にも使っている。
アーカディの地主としての熱意をミシェルは美徳と称する一方で，それにすぐ賛同はしな
かった妻の様子を見ると，夫婦間の信頼関係に疑問を持たせるものがある。ナタリアは夫
が領地内に作った自慢の水門にも，村中で話題になっている唐箕にも全く興味をしめさず，
見に行こうともしない。しかし，そのことにアーカディは不満があるわけでもなさそうだ。
妻が屋敷の中で絵を描いたり，友人の朗読を楽しんでいることをごく当たり前と受け取っ
ている。農場運営，敷地の管理という経営者としての才を発揮し，現在建設中の堰（weir）
を皆がダム（dam）と誤って呼ぶことを逐一注意するなど，自分の興味のあるものには敏
感に反応するが，妻が何をし，何を考えているかについては鈍感である。自らの責務に没
頭しすぎて，周囲の微妙な変化は見逃しがちである。家族についても外観，外見がいつも
と変わらなければ，内面の変化には気づかないようなタイプの男性である。
　一方，ミシェルは非常に敏感に反応するタイプである。しかし，その敏感さもナタリア
に関する限りであると言ってもいい。第一幕冒頭でも読書中にいらつくナタリアの手を慰
めるように握っている場面が演じられ，彼女のわずかな変化も見逃さない。ミシェルは友
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人宅訪問などで一ヶ月間この屋敷を留守にしていた。自分が留守にしていた間にナタリア
に何かがあったと敏感に察知しているところから彼の内面も徐々に明らかにされる。ミ
シェルという人物は，後のアーカディの台詞から考えると，知的で読書家，アーカディの
持っていないミシェルの才能にナタリアが惹かれ，二人が共に過ごす時間が多いことは
アーカディも認めてきたようで，冒頭の場面でもアンナたちがカードゲームをしている居
間の一角にナタリアとミシェルがいる。大声で話さない限り二人の会話が義母アンナに聞
かれることはない。その場の二人の会話には「愛している」（I love you）という表現が 
幾度も繰り返されているが，特にナタリアは 'love' という言葉に深い意味を込めて使って
いるようには思えない。或いは，後にナタリアの被後見人ヴェラ（Vera）が述べている
ように，'love' も 'affection' も 'esteem' も同義に使われることがあるようだ。「ミシェルは
一番優しく，一番理解してくれる人」とか，「望むのはミシェルといる時の幸せ，ミシェ
ルがいなければどうしていいか分からない」とナタリアが彼に告げているわりには，夫に
隠れての激しい秘密愛とか，今にも夫を捨てて駆け落ちするというような緊迫感は見られ
ない。
　　Natalya：Hundreds of women would envy me, wouldn't they?
　　 Michel：Thousands!  Millions!
　　Natalya： Oh, yes, they would.  To be loved by such a good man?  Oh, yes, that 
must be enviable.  Strange, isn't it?
　　 Michel：I don't know what's strange any more.  I just know I am in love with you.
　　Natalya：And I love you, too.
　　 Michel：Do you?
　　Natalya： Yes, I do.  You know I love you.  And the moment I say that, the moment 
I make that acknowledgement, I think. . .
　　 Michel：Go on.
　　Natalya： I think: that man has never made me suffer; that man has never made 
me cry; and if I have never cried because of him, I can't really love him, 
can I?  Sounds ridiculous, doesn't it?  Is it ridiculous?  (I. i. 29)
このやり取りには愛の不条理とも言えるような考えが見られる。ナタリアがミシェルと交
し合う 'I love you' の言葉の中にはナタリアの求める「愛しい人」は不在だと言える。胸
を焦がすような，何か嫉妬を覚えるような，或いは相手を心配して胸が張り裂けるような
苦しみを経験することが相手への想いを確信する一つの手段であるような考えが語られて
いる。おそらく何の問題もなく結婚し，経済的安定と社会的立場を確立したナタリアは恋
する苦しみを味わったことがないことを暗示している。その前にもナタリアは「楽しませ
ようとすることがいき過ぎると，あっという間に女性は退屈してしまうものだ」（nothing 
bores a woman more quickly than an excessive desire to please）(19) とも述べており，
ナタリアの生活は満たされすぎて刺激の少ないことも暗示され，ミシェルがナタリアの機
嫌を損なうような発言はしないことが明らかになる。自らのことを少々卑下しながらナタ
リアの抱き犬，お供と呼ぶミシェルは彼女が意味する ‘love’ とは別の ‘love’ を注いでい
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るため，ナタリアを悲しませるようなことはしたことがないことも窺わせる。その意味で
は，このナタリアの発言はミシェルの行動への軽い皮肉が込められているだけなく，夫アー
カディのことも暗に言及していると言え，男女間の関わりの刺激のなさ，変化のなさに不
満を感じているナタリアの姿がある。
　ナタリアたち上流社会の退屈な生活を彼女は次のように喩えて話している。
　　Natalya： . . . You're like those lace-makers in those gloomy, airless rooms--each one 
totally isolated, totally concentrated on those minute, complex, subtle little 
stitches.  As if nothing in the world mattered but those ridiculous little 
stitches.
　　　　 　　 . . . That's the way we all live here (everybody in the room)--making minute, 
private little stitches.  I'm sick of gloomy, airless, constricting rooms.
   (I. i. 21) 
暗い風通しの悪い部屋で，自分が針を刺して作り上げているレース編みにしか興味がなく，
その複雑な模様を作り出すために一針一針に細心の注意を払い，それ以外には全く関心を
示さないレース編み職人の姿が，この屋敷の住人の姿であるという。この発言からも，家
族としての温かい交わりの欠落が暗示され，個々の行なっていることのみに集中する姿は，
アーカディが領地の管理に示す熱意には全く無関心なナタリアや，妻の行動に異論をはさ
まないアーカディの態度を窺わせるものがある。さらに，ここでのナタリアの発言はレー
ス編み職人を非難するというより，その環境を強く嫌っている。彼女には自分の生活環境
が暗く，風通しの悪い，さらに自由な行動を妨げるものとして映っていることが明らかに
なる。しかも，時おり訪ねて来る医師シュピゲルスキー（Shpigelsky）に村のニュースを
尋ねることがあるナタリアは「新鮮な風を送り込んで，私たちを治して，笑わせて」（bring 
some fresh air in here; cure us all; give us a good laugh）(24)と頼んでいるところからも，
この屋敷は笑いのない，暗い，かび臭いような場所であることが暗示されている。しかし，
このリクエストに対して医師は下品な冗談か言葉遊びのようなものでしか応答できない実
状が，この家に新鮮な風が吹き込む可能性は期待できないことを示している。ツルゲーネ
フの A Month in the Country では，窓を開けると，まるで待っていたかのように風が庭から
屋敷の中に吹き込み，部屋全体に行き渡り，そのすがすがしい風の自由な動きを羨望する
ような発言がナタリアの口から漏れ６，この屋敷の閉鎖的局面が強調されている。
　変化の乏しいナタリアの退屈な日々に新鮮な風として屋敷にやってきたのが，息子の家
庭教師のアレクセイである。コーリャとの遊びのなかでかくれんぼの鬼ということも手
伝って，コーリャを捜しに勢いよく部屋の中に飛び込んでくる（bursts into the room）(22)
という登場の仕方は，前述のナタリアが形容した，風の吹き込んでくる様子（it [wind] 
was just waiting for the chance to come bursting in）７に似ている。一ヶ月留守をしてい
たミシェルはこの屋敷の新たな住人の存在をこのとき初めて目にする。アレクセイは大学
を卒業したばかりで，元気はいいが社交に必要な礼儀はわきまえておらず，自分たちとは
全く別種の人間であるとナタリアは説明する。加えて，自分たちの夏のゲームとしてこの
荒削りな若者を社交界に出せる一人前の紳士に仕立て上げようと提案するナタリアを見
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人宅訪問などで一ヶ月間この屋敷を留守にしていた。自分が留守にしていた間にナタリア
に何かがあったと敏感に察知しているところから彼の内面も徐々に明らかにされる。ミ
シェルという人物は，後のアーカディの台詞から考えると，知的で読書家，アーカディの
持っていないミシェルの才能にナタリアが惹かれ，二人が共に過ごす時間が多いことは
アーカディも認めてきたようで，冒頭の場面でもアンナたちがカードゲームをしている居
間の一角にナタリアとミシェルがいる。大声で話さない限り二人の会話が義母アンナに聞
かれることはない。その場の二人の会話には「愛している」（I love you）という表現が 
幾度も繰り返されているが，特にナタリアは 'love' という言葉に深い意味を込めて使って
いるようには思えない。或いは，後にナタリアの被後見人ヴェラ（Vera）が述べている
ように，'love' も 'affection' も 'esteem' も同義に使われることがあるようだ。「ミシェルは
一番優しく，一番理解してくれる人」とか，「望むのはミシェルといる時の幸せ，ミシェ
ルがいなければどうしていいか分からない」とナタリアが彼に告げているわりには，夫に
隠れての激しい秘密愛とか，今にも夫を捨てて駆け落ちするというような緊迫感は見られ
ない。
　　Natalya：Hundreds of women would envy me, wouldn't they?
　　 Michel：Thousands!  Millions!
　　Natalya： Oh, yes, they would.  To be loved by such a good man?  Oh, yes, that 
must be enviable.  Strange, isn't it?
　　 Michel：I don't know what's strange any more.  I just know I am in love with you.
　　Natalya：And I love you, too.
　　 Michel：Do you?
　　Natalya： Yes, I do.  You know I love you.  And the moment I say that, the moment 
I make that acknowledgement, I think. . .
　　 Michel：Go on.
　　Natalya： I think: that man has never made me suffer; that man has never made 
me cry; and if I have never cried because of him, I can't really love him, 
can I?  Sounds ridiculous, doesn't it?  Is it ridiculous?  (I. i. 29)
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ナタリアの生活は満たされすぎて刺激の少ないことも暗示され，ミシェルがナタリアの機
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たミシェルはこの屋敷の新たな住人の存在をこのとき初めて目にする。アレクセイは大学
を卒業したばかりで，元気はいいが社交に必要な礼儀はわきまえておらず，自分たちとは
全く別種の人間であるとナタリアは説明する。加えて，自分たちの夏のゲームとしてこの
荒削りな若者を社交界に出せる一人前の紳士に仕立て上げようと提案するナタリアを見
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て，ミシェルはナタリアがこの若者に興味を持ち始めているのではないかと心を痛める。
'love' という言葉のなかに親友としての愛情と信頼を込めようとするナタリアとは異なり，
彼女の言動に一縷の望みを密かに持ち続けるミシェルの心の叫びは激しい。
　　 Michel：Oh my God.
Steady man.
She's slipping away from you.
No, she's not.
You're losing her.
Shut up.
And if you lose her--
I will not lose her!
--you lose whatever happiness you know.
You call this happiness?
I'm talking about your life.  Lose her--lose your life.
You know that, don't you?  But then she has never really loved you.
That's not true!
Affection, maybe; but it never exploded into love.
And why is she giving you hell now?  It's the young tutor, isn't it?
Infatuation; that will pass.
Will it?
Of course it will.  She's much too sophisticated for that--that calf.
Perhaps.
Oh my God.
Why are you lamenting?
Because it's out of my hands, altogether beyond my control.  And all I 
can do is watch--and endure.
You're besotted by her, aren't you?
Yes, I am besotted by her.　　　　　　　　　(I. ii. 46)
ナタリアは自分を愛したことなどなかったのではないか，自分に好意は持ってくれるがそ
れが恋愛に発展する可能性はないのではないかという，ミシェルが決して認めたくない
側面をミシェルの内面の自己は問いただそうとしている。その苦しみがミシェルの言う 
'love' とナタリアの使う 'love' の違いを明確にしている。ナタリアを失いかけているかも
しれないと思わせる原因は，ナタリアには不釣合いの，あの若者かも知れないと悩み苦し
んでいる。自分たちとは全く違うアレクセイのことを「非常に若々しい」（so unjaded）(20)
と形容したナタリアの彼への関心が一時の気の迷いですぐに無くなってしまうという保証
はない。ナタリアを失うことは自分の人生も失うことと言い切り，その生き甲斐を失うか
もしれないミシェルの不安定な内面を知るものはいない。ナタリアがいなくなれば自分も
生きてはいけない旨をアーカディが口にした（I don't think I would survive）(92)時には，
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ミシェルはそれを否定し，またミシェルたちが去ればこの家も静かすぎるくらいになると
アンナが言った時にもミシェルはそれを否定し，これまでと変わりなく過ごす人々の生の
営みの連続性を冷静に見ていた。しかし，自分のこととなると客観的観察はできず，ナタ
リアを失うと生きていけない（lose her--lose your life）と，苦しみを露にする。
　物知りで読書家のミシェルがナタリアと共有できるものは愛読書の朗読や知的会話を楽
しむような静的なものが主だったものと考えられる。一方，「若々しい」アレクセイは屋
敷内でかくれんぼをし，居間に無作法に飛び込んでくるなど，よどんだ空気を動かす新風
のように快活さを持ち込んでいる。屋敷の人間特有の礼儀や堅苦しさを持ち合わせないア
レクセイはナタリアとの会話の時には少々困惑している状態が見られるが，ヴェラとの会
話では率直で自由な若者らしい一面を見せている。大学教育を終えたばかりの21歳とは思
えないほど幼稚に思える行動も，フランス語や英語という担当の教科以外にコーリャに少
年らしい楽しみを教えるためだろう。天気のいい日にあまり好きでもないピアノの練習を
コーリャに長時間強いるリザベータのやり方に少々批判めいたことも漏らしているアレク
セイは，従来の家庭教師のやり方とは異なる方法をこの家に持ち込んでいる。コーリャへ
の教育は屋敷の中での言語学習や情操教育にとどまらず，父親の考案した堰も見に行くし，
屋敷の中と庭の休憩所に至るまでの広さの中でのかくれんぼなど，アレクセイは屋外での
自由な空気を謳歌することも間接的に教えている。ツルゲーネフのアレクセイのほうがさ
らに少年のようないたずらをしてヴェラやコーリャを楽しませている一面が強調的にヴェ
ラの口から伝えられている８。
III
　夫アーカディより共に過ごす時間が長いミシェルには自分のことはすべてお見通しであ
ろうと皮肉を言うナタリアがアレクセイへの想いをミシェルに語る。ナタリア自身が今の
自分は誰に対しても叱責するような話し方しかできず正常ではないと感じ，ミシェルにど
うしたらいいのか助言を求めている。親友として何でも聞いてくれる相手として選ばれた
ミシェルの心境は複雑である。
　　Natalya： . . . And do you know why I feel like that, Michel?--Michel my faithful 
watcher, observer, analyst.  Of course you must know.  Master Aleksey 
Belyayev, the gauche young graduate, the tutor of my son, he has taken 
possession of my head.  Ridiculous, isn't it?  I know it is.  Ridiculous 
and at my age pathetic.  And here I am telling all this to you, the last 
person in the world I'd want to hurt.  Oh God, Michel, I am the real mess. 
What's to become of me?
　　 Michel： I am sorry for you.
　　Natalya： Can you help me, Michel?  Please help me.
　　 Michel： I told you I thought something had happened, that you had changed. And 
then when I saw you in the meadow yesterday, when he [Aleksey] was 
flying that damned kite, then I knew for sure.
　　Natalya： Knew what?
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Yes, I am besotted by her.　　　　　　　　　(I. ii. 46)
ナタリアは自分を愛したことなどなかったのではないか，自分に好意は持ってくれるがそ
れが恋愛に発展する可能性はないのではないかという，ミシェルが決して認めたくない
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んでいる。自分たちとは全く違うアレクセイのことを「非常に若々しい」（so unjaded）(20)
と形容したナタリアの彼への関心が一時の気の迷いですぐに無くなってしまうという保証
はない。ナタリアを失うことは自分の人生も失うことと言い切り，その生き甲斐を失うか
もしれないミシェルの不安定な内面を知るものはいない。ナタリアがいなくなれば自分も
生きてはいけない旨をアーカディが口にした（I don't think I would survive）(92)時には，
51
ミシェルはそれを否定し，またミシェルたちが去ればこの家も静かすぎるくらいになると
アンナが言った時にもミシェルはそれを否定し，これまでと変わりなく過ごす人々の生の
営みの連続性を冷静に見ていた。しかし，自分のこととなると客観的観察はできず，ナタ
リアを失うと生きていけない（lose her--lose your life）と，苦しみを露にする。
　物知りで読書家のミシェルがナタリアと共有できるものは愛読書の朗読や知的会話を楽
しむような静的なものが主だったものと考えられる。一方，「若々しい」アレクセイは屋
敷内でかくれんぼをし，居間に無作法に飛び込んでくるなど，よどんだ空気を動かす新風
のように快活さを持ち込んでいる。屋敷の人間特有の礼儀や堅苦しさを持ち合わせないア
レクセイはナタリアとの会話の時には少々困惑している状態が見られるが，ヴェラとの会
話では率直で自由な若者らしい一面を見せている。大学教育を終えたばかりの21歳とは思
えないほど幼稚に思える行動も，フランス語や英語という担当の教科以外にコーリャに少
年らしい楽しみを教えるためだろう。天気のいい日にあまり好きでもないピアノの練習を
コーリャに長時間強いるリザベータのやり方に少々批判めいたことも漏らしているアレク
セイは，従来の家庭教師のやり方とは異なる方法をこの家に持ち込んでいる。コーリャへ
の教育は屋敷の中での言語学習や情操教育にとどまらず，父親の考案した堰も見に行くし，
屋敷の中と庭の休憩所に至るまでの広さの中でのかくれんぼなど，アレクセイは屋外での
自由な空気を謳歌することも間接的に教えている。ツルゲーネフのアレクセイのほうがさ
らに少年のようないたずらをしてヴェラやコーリャを楽しませている一面が強調的にヴェ
ラの口から伝えられている８。
III
　夫アーカディより共に過ごす時間が長いミシェルには自分のことはすべてお見通しであ
ろうと皮肉を言うナタリアがアレクセイへの想いをミシェルに語る。ナタリア自身が今の
自分は誰に対しても叱責するような話し方しかできず正常ではないと感じ，ミシェルにど
うしたらいいのか助言を求めている。親友として何でも聞いてくれる相手として選ばれた
ミシェルの心境は複雑である。
　　Natalya： . . . And do you know why I feel like that, Michel?--Michel my faithful 
watcher, observer, analyst.  Of course you must know.  Master Aleksey 
Belyayev, the gauche young graduate, the tutor of my son, he has taken 
possession of my head.  Ridiculous, isn't it?  I know it is.  Ridiculous 
and at my age pathetic.  And here I am telling all this to you, the last 
person in the world I'd want to hurt.  Oh God, Michel, I am the real mess. 
What's to become of me?
　　 Michel： I am sorry for you.
　　Natalya： Can you help me, Michel?  Please help me.
　　 Michel： I told you I thought something had happened, that you had changed. And 
then when I saw you in the meadow yesterday, when he [Aleksey] was 
flying that damned kite, then I knew for sure.
　　Natalya： Knew what?
52
　　 Michel： I saw you transformed in that meadow yesterday, Natalya.  You couldn't 
take your eyes off him.  When he sang, you sang.  When he laughed, you 
laughed even louder.  You were happy--so animated with happiness--that 
you glowed; your eyes, your skin, your body, your whole personality. 
And because you existed only for him, only because of him, you became 
extraordinarily beautiful, more beautiful than I have ever seen you.
       (I. iii. 58-59)
新風をもたらした若者へのナタリアの深い関心をミシェルが確信したのは，アレクセイが
コーリャのために作った凧を揚げていた時だった。その時，ミシェルはこれまで見たこと
のないほど幸せに輝いている快活なナタリアの姿を目撃している。それは自分と一緒にい
る時には見たことのないほど美しいナタリアであった。ツルゲーネフのナタリアは厳格な
父親の元で自由が許されなかった幼少期をアレクセイに語り，幼少期の自由の必要性を力
説する場面がある９。その発言はフリール版には見られないが，息が詰まるようだと形容
したレース編み職人の仕事場のような暗い部屋から出て，コーリャ同様に野原で自由に動
き回る機会をナタリアに与えることが出来たのはアレクセイで，ミシェルではない。ミシェ
ルとアレクセイは９歳の年の差しかないが，大学教育を受けた知識人階級者としては，社
会を知り，行動の規範を心得ているミシェルの方が年配の世代と考えられる。アーカディ
とミシェルが対照的であるのとは別の形で，ミシェルとアレクセイはナタリアという女性
を軸にした場合，対照を成している。ナタリアがアレクセイのことを「若々しい」（unjaded）
と呼んだことに対して，皮肉をこめて自分のことを「疲れきった面白味のない年寄りの従
僕」（the jaded, boring old attendant）(59) と呼んでいるところにも，故意にではあるが
ミシェルがアレクセイとの違いを認識しているところが窺える。
　ナタリアにはアレクセイへの想いが馬鹿げていることは頭では分かっている。申し出の
あった結婚話をナタリアがヴェラにしている時に，年齢のかけ離れた求婚者をヴェラが一
笑するのは他に誰か心を寄せる相手がいるのではないかという疑問が浮かび，ヴェラがア
レクセイを好きなのだと思い込んでしまう。その時，ミシェル同様に，ナタリアの激しい
心の動揺が内面の自己を通して語られる。
　　Natalya： So now you know: they are in love!
Yes, they are in love.
Then God bless them.
Yes, God bless the fools.
You know you're jealous of her.
Jealous of a child?
Oh yes.  And for the first time in your life you're in love yourself.
Don't be stupid!
Oh yes; you're in love with Aleksey.
He's afraid of me!
But you are in love with him.
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Am I?  Oh God, am I mad?
So what are you going to do about it?
He's got to leave.  That's the only answer.
But supposing--just supposing--Vera has read it all wrong.
What does that mean?
You know she loves him.  But you don't really know what he feels about 
her, do you?
So what?
So she may only imagine he's in love with her.
So--so--so--so--so?
So why not ask him straight out: do you love Vera?
God, I couldn't, could I?
Why not?  At this stage what pride have you left?
Very little.  None.
Oh God--oh God--listen to yourself, Natalya.  If you're not careful, you're 
going to end up loathing yourself.   (I. iii. 65-66)
若者同士が愛し合っていることは自分の入り込む余地がないことを納得させることにな
り，むしろ喜ばしいことだと無理に思おうとする感情の動きと，ヴェラの片思いでアレク
セイはそうではないかもしれないという思いがぶつかり合っている。ここにもミシェル同
様，ひとかけらの希望にすがろうとする恋する者の苦しみが露になっている。ナタリア自
身が認めているように，これは生まれて初めての恋であり，前述の彼女の発言にみられた
ように，相手の男性ゆえに自分が狂おしいような思いに駆られ，若く美しいヴェラに嫉妬
の心を燃やしている取り乱した己の姿を見ている。自分の年齢で恋をすることは馬鹿げて
いるとミシェルに述べていたように，この内面を語る場面でも恋をするのは幼稚で愚か者
のすること，今の状況ではアレクセイを解雇して自分の前から立ち去らせる必要があるこ
となど，理屈上ではナタリアは自分の状況を冷静に見ている。ヴェラに結婚の話を持ち出
したときに，現実的になることの必要性を前置きにしていることからも，ナタリアは恋愛
と結婚が必ずしも同一線上にあるものとは考えていないことが分かる。結婚相手は善良で
優しい男性がよく，相手のことを愛しているかどうかを重要視しない彼女の考えは，フリー
ルの Three Sisters のオルガの結婚観に通じるものがある10。17歳のヴェラから，アーカディ
との結婚は当然アーカディを愛していたからだろうと尋ねられた時に即答できなかったナ
タリアにはそうではなかったことがよく分かっているはずだ。
　ヴェラからアレクセイに対する気持ちをやや狡猾な形で引き出したナタリアは，自分の
想いとヴェラの想いが衝突することで我を忘れるほど動揺し，その尋常ならぬナタリアの
態度から，ナタリアこそがアレクセイに恋をしていることをヴェラに見抜かれる。ヴェラ
はアレクセイにナタリアの想いを告げ，ナタリアが現われるとナタリアの前では明言でき
なかったアレクセイへの想いを断言する。それはヴェラがナタリアの恋敵には決してなれ
ないことを自覚しての，諦めの境地からの最初で最後の告白である。それはまるでミシェ
ルが漏らした「言って後悔することがほとんどだが，言わないで後悔することのほうが
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　　 Michel： I saw you transformed in that meadow yesterday, Natalya.  You couldn't 
take your eyes off him.  When he sang, you sang.  When he laughed, you 
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And because you existed only for him, only because of him, you became 
extraordinarily beautiful, more beautiful than I have ever seen you.
       (I. iii. 58-59)
新風をもたらした若者へのナタリアの深い関心をミシェルが確信したのは，アレクセイが
コーリャのために作った凧を揚げていた時だった。その時，ミシェルはこれまで見たこと
のないほど幸せに輝いている快活なナタリアの姿を目撃している。それは自分と一緒にい
る時には見たことのないほど美しいナタリアであった。ツルゲーネフのナタリアは厳格な
父親の元で自由が許されなかった幼少期をアレクセイに語り，幼少期の自由の必要性を力
説する場面がある９。その発言はフリール版には見られないが，息が詰まるようだと形容
したレース編み職人の仕事場のような暗い部屋から出て，コーリャ同様に野原で自由に動
き回る機会をナタリアに与えることが出来たのはアレクセイで，ミシェルではない。ミシェ
ルとアレクセイは９歳の年の差しかないが，大学教育を受けた知識人階級者としては，社
会を知り，行動の規範を心得ているミシェルの方が年配の世代と考えられる。アーカディ
とミシェルが対照的であるのとは別の形で，ミシェルとアレクセイはナタリアという女性
を軸にした場合，対照を成している。ナタリアがアレクセイのことを「若々しい」（unjaded）
と呼んだことに対して，皮肉をこめて自分のことを「疲れきった面白味のない年寄りの従
僕」（the jaded, boring old attendant）(59) と呼んでいるところにも，故意にではあるが
ミシェルがアレクセイとの違いを認識しているところが窺える。
　ナタリアにはアレクセイへの想いが馬鹿げていることは頭では分かっている。申し出の
あった結婚話をナタリアがヴェラにしている時に，年齢のかけ離れた求婚者をヴェラが一
笑するのは他に誰か心を寄せる相手がいるのではないかという疑問が浮かび，ヴェラがア
レクセイを好きなのだと思い込んでしまう。その時，ミシェル同様に，ナタリアの激しい
心の動揺が内面の自己を通して語られる。
　　Natalya： So now you know: they are in love!
Yes, they are in love.
Then God bless them.
Yes, God bless the fools.
You know you're jealous of her.
Jealous of a child?
Oh yes.  And for the first time in your life you're in love yourself.
Don't be stupid!
Oh yes; you're in love with Aleksey.
He's afraid of me!
But you are in love with him.
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Am I?  Oh God, am I mad?
So what are you going to do about it?
He's got to leave.  That's the only answer.
But supposing--just supposing--Vera has read it all wrong.
What does that mean?
You know she loves him.  But you don't really know what he feels about 
her, do you?
So what?
So she may only imagine he's in love with her.
So--so--so--so--so?
So why not ask him straight out: do you love Vera?
God, I couldn't, could I?
Why not?  At this stage what pride have you left?
Very little.  None.
Oh God--oh God--listen to yourself, Natalya.  If you're not careful, you're 
going to end up loathing yourself.   (I. iii. 65-66)
若者同士が愛し合っていることは自分の入り込む余地がないことを納得させることにな
り，むしろ喜ばしいことだと無理に思おうとする感情の動きと，ヴェラの片思いでアレク
セイはそうではないかもしれないという思いがぶつかり合っている。ここにもミシェル同
様，ひとかけらの希望にすがろうとする恋する者の苦しみが露になっている。ナタリア自
身が認めているように，これは生まれて初めての恋であり，前述の彼女の発言にみられた
ように，相手の男性ゆえに自分が狂おしいような思いに駆られ，若く美しいヴェラに嫉妬
の心を燃やしている取り乱した己の姿を見ている。自分の年齢で恋をすることは馬鹿げて
いるとミシェルに述べていたように，この内面を語る場面でも恋をするのは幼稚で愚か者
のすること，今の状況ではアレクセイを解雇して自分の前から立ち去らせる必要があるこ
となど，理屈上ではナタリアは自分の状況を冷静に見ている。ヴェラに結婚の話を持ち出
したときに，現実的になることの必要性を前置きにしていることからも，ナタリアは恋愛
と結婚が必ずしも同一線上にあるものとは考えていないことが分かる。結婚相手は善良で
優しい男性がよく，相手のことを愛しているかどうかを重要視しない彼女の考えは，フリー
ルの Three Sisters のオルガの結婚観に通じるものがある10。17歳のヴェラから，アーカディ
との結婚は当然アーカディを愛していたからだろうと尋ねられた時に即答できなかったナ
タリアにはそうではなかったことがよく分かっているはずだ。
　ヴェラからアレクセイに対する気持ちをやや狡猾な形で引き出したナタリアは，自分の
想いとヴェラの想いが衝突することで我を忘れるほど動揺し，その尋常ならぬナタリアの
態度から，ナタリアこそがアレクセイに恋をしていることをヴェラに見抜かれる。ヴェラ
はアレクセイにナタリアの想いを告げ，ナタリアが現われるとナタリアの前では明言でき
なかったアレクセイへの想いを断言する。それはヴェラがナタリアの恋敵には決してなれ
ないことを自覚しての，諦めの境地からの最初で最後の告白である。それはまるでミシェ
ルが漏らした「言って後悔することがほとんどだが，言わないで後悔することのほうが
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多い」(we regret most of the things we say and we regret even more all the things we 
don't say)(84) ということを避けるための言動のようだ。ヴェラはこの後持ち込まれてい
た40歳も年の離れた地主との結婚を承諾することになるが，そのまえに彼女が「ユニー
ク」な経験と称したアレクセイへの想いを吐き出すことで「口の軽い愚か者だけが ‘love’ 
と言うことを口にする」((The fools, the loose-mouths talk only of ‘love’.)(79) ことに終
止符を打つ決意をし，一人の女性として現実的な結婚を視野に入れようと考え始めたこと
が分かる。アレクセイの妹であったらと願ったこともあったが、その時のアレクセイの
反応は自分の家の狭さや貧しさは勧められるものではないことを強調し，ナタリアのよ
うに金持ちと結婚することが先々の幸せにつながることをヴェラに助言し（I’m warning 
you: make sure you marry like Natalya--into big money and a grand house and you’ll be 
happy for the rest of your day.）(42)，さらに，今の自分は「金も仕事もない学生」（a 
penniless, jobless graduate）(79) と，女性を幸せに出来るような立場にはないことを語っ
ている。妹と同い年のヴェラのことは妹のように好きだとツルゲーネフのアレクセイは
語っていたが11，フリールのアレクセイは 'love' と 'affection' と 'esteem' の言葉を使って
ヴェラへの好意を示し，ヴェラの好きなピアノも習ってみたいという意向も付け加えるな
ど、若者らしい率直な感情を伝えている。
　ヴェラに心を読まれたナタリアはアレクセイに自分の想いを告げる。しかし、その時の
ナタリアはあの内面の激しい感情を露にすることはなく、自分でも驚くほど冷静に語り，
そしてアレクセイに解雇も告げる。アレクセイに別れを告げることが前提としてあったた
め，ナタリアも言わないで後悔したくないという気持ちが強かったと言える。率直な若者
は屋敷内の誰とでも打ち解けて話すことができるのに，ナタリアにはそうすることが出来
なかったのは，初めて経験する豪華な邸宅での生活に驚愕するだけでなく，屋敷の優美の
源ともいえるナタリアに圧倒されていたことを白状し，ナタリアの告白には素直な気持ち
で応えている。ヴェラがナタリアのアレクセイへの感情を見抜いたように，彼女はアレク
セイもナタリアが気にかかっていることを言い当てていた。ナタリアもアレクセイも「ヴェ
ラの言うとおり」と互いの気持ちを確信しあうが，その場面をミシェルに見られてアレク
セイは早々に立ち去ってしまう。その姿を見たミシェルは、彼はこういうことには慣れて
いないが，そのうち取り繕い方がわかるようになるだろう（he’s new at the game. . . he’ll 
learn to dissemble）(84) と述べているところからも，ミシェルは心の内面を隠す仮面の
着け方を知っており，前述のような内面の叫び声は誰にも聞かせない術を心得ていること
が分かる。ここにもミシェルとアレクセイの違いがある。しかし，そのミシェルが動揺し
ているナタリアと一緒にいるところをアーカディに見られ，仮面をうまく装着できないこ
とが二度続いた。アーカディに二人の仲を疑わせてしまう結果がミシェルにこの屋敷を出
て行く決意を固めさせることになる。ミシェルとナタリアが二人きりで過ごす時間はアー
カディが目撃した二度だけではないはずであるが，そのことにアーカディは全く気づいて
いない。さらに，妻が若い家庭教師にどのような想いを持っているかなど想像することす
らできない。妻と二人でいた説明をミシェルに求めていたアーカディがそれを「妻のこと
が好きか」という単刀直入の質問に変えた時，何の釈明もなく「イエス」とだけ答えたミ
シェルは言わないで後悔することがないようにと考えたに違いない。美しい妻に惹かれる
のは男性であれば当然であろうし，共通の話題があれば一緒に過ごす時間があるのも当然
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のことと，アーカディは自らを納得させようとしている。友人のミシェルを失うことを恐
れるアーカディは，それ以上にミシェルがナタリアを伴ってこの屋敷から出て行くのでは
ないかということを恐れていた。
　アレクセイは恋愛に慣れていないと観察したミシェルがアレクセイにこの屋敷を出て行
く理由に加えて，一人の女性に献身的に愛を捧げ，それが報われないときの苦しみを語る。
それはナタリアからの愛情を期待しつつも，結局はその愛を手にすることができなかった
彼の心情を綴ったものになる。一人の女性に心を奪われる時には自尊心も品位も捨て，そ
の女性の何気ない一言や微笑が自分への好意の証と期待を持つが，その愛が報われなけれ
ば失意と悲しみの連続であるとは，ミシェルの経験であろう。ツルゲーネフのミシェルは
さらに激しい調子で女性の惨酷とも思える行動を挙げ，恋愛に潜む危険な局面を強調して
いる12。このミシェルの話を聞いてアレクセイもこの屋敷を出て行く決意を固める。相思
相愛であるのに出て行く理由が分からないと言うヴェラに対して，アレクセイは頭の半分
はナタリアへの想いが残っており正気とは言えないが，残り半分は非常に冷静であると説
明し，この屋敷の中が騒乱状態に陥ってしまった原因が自分にあるため，屋敷を去るのが
妥当であると判断したことを告げる。さらにここでは息が詰まりそうなこと，屋敷の人々
は教養もあり優しい人だが二度と会いたいとは思わないとも言い，ナタリアへの愛は「中
国花火」のようなものだった（A Chinese squib--a quick, blinding flash--then nothing）
(100) と片付けている。翌週のナタリアの誕生日には庭の湖面に花火を浮かせるという案
でナタリアを喜ばせたが，それが新たなる戸外での試みとして美しい火花を幻想的に放つ
ことはない。ただ，ナタリアとの愛を確認し，その「ユニーク」な経験に有頂天になって
いたほんの瞬間，アレクセイはナタリアにキスをし，彼女をぐるぐると回すという行動を
数回みせている。この動きこそが彼の言う「中国花火」の爆竹のような動きに重なる。目
も眩むような閃光を一瞬は出すが，あとには何も残らない。友情が恋愛への導火線には火
をつけなかった（affection. . . never exploded into love）(46) ミシェルの場合同様，アレ
クセイの恋の火花も結局はつくことはなかった。「さようなら」というメモしか残さず立
ち去ってしまったアレクセイに、主導権を奪われたような憤りを感じたナタリアは雇用者
らしい発言をするが，その中に彼との駆け落ちを匂わせるような言葉も含まれている(who 
is he to decide I haven't the courage to throw all this up and go with him!)(102)。しか
し，これも彼が出て行ってしまったから言える空威張り的なものとも考えられる。結婚は
現実的なものと考えるナタリアが，今の状況に不満があるとしても，自由な風を求めて「金
も仕事もない学生」と現在の安定を引き換えにするとは考え難い。おそらくナタリアには
夏休暇のみ屋敷にいるアレクセイの若々しい存在がこれまで自分の周囲になかったものを
補ってくれるのではないかと期待するだけでよかったのかもしれない。アーカディの妻で
あることは経済的，社会的保障をもたらし，ミシェルが側にいることで知的好奇心は満た
され，心地よい言葉で屋内の生活を楽しむことができる。さらにアレクセイが屋外から新
鮮な風と笑いをもたらしてくれれば，彼の若々しさを共有できる時間が可能であったはず
だ。
　ミシェルがアレクセイにこの屋敷を去る理由を述べたとき，同じ立場にあればアレクセ
イも同じことをするだろうと付け加えたのは，間接的にはアレクセイにもこの屋敷を離れ
るように要望した形になる。ナタリアとヴェラの名誉を守るために二人はこの地を去るこ
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多い」(we regret most of the things we say and we regret even more all the things we 
don't say)(84) ということを避けるための言動のようだ。ヴェラはこの後持ち込まれてい
た40歳も年の離れた地主との結婚を承諾することになるが，そのまえに彼女が「ユニー
ク」な経験と称したアレクセイへの想いを吐き出すことで「口の軽い愚か者だけが ‘love’ 
と言うことを口にする」((The fools, the loose-mouths talk only of ‘love’.)(79) ことに終
止符を打つ決意をし，一人の女性として現実的な結婚を視野に入れようと考え始めたこと
が分かる。アレクセイの妹であったらと願ったこともあったが、その時のアレクセイの
反応は自分の家の狭さや貧しさは勧められるものではないことを強調し，ナタリアのよ
うに金持ちと結婚することが先々の幸せにつながることをヴェラに助言し（I’m warning 
you: make sure you marry like Natalya--into big money and a grand house and you’ll be 
happy for the rest of your day.）(42)，さらに，今の自分は「金も仕事もない学生」（a 
penniless, jobless graduate）(79) と，女性を幸せに出来るような立場にはないことを語っ
ている。妹と同い年のヴェラのことは妹のように好きだとツルゲーネフのアレクセイは
語っていたが11，フリールのアレクセイは 'love' と 'affection' と 'esteem' の言葉を使って
ヴェラへの好意を示し，ヴェラの好きなピアノも習ってみたいという意向も付け加えるな
ど、若者らしい率直な感情を伝えている。
　ヴェラに心を読まれたナタリアはアレクセイに自分の想いを告げる。しかし、その時の
ナタリアはあの内面の激しい感情を露にすることはなく、自分でも驚くほど冷静に語り，
そしてアレクセイに解雇も告げる。アレクセイに別れを告げることが前提としてあったた
め，ナタリアも言わないで後悔したくないという気持ちが強かったと言える。率直な若者
は屋敷内の誰とでも打ち解けて話すことができるのに，ナタリアにはそうすることが出来
なかったのは，初めて経験する豪華な邸宅での生活に驚愕するだけでなく，屋敷の優美の
源ともいえるナタリアに圧倒されていたことを白状し，ナタリアの告白には素直な気持ち
で応えている。ヴェラがナタリアのアレクセイへの感情を見抜いたように，彼女はアレク
セイもナタリアが気にかかっていることを言い当てていた。ナタリアもアレクセイも「ヴェ
ラの言うとおり」と互いの気持ちを確信しあうが，その場面をミシェルに見られてアレク
セイは早々に立ち去ってしまう。その姿を見たミシェルは、彼はこういうことには慣れて
いないが，そのうち取り繕い方がわかるようになるだろう（he’s new at the game. . . he’ll 
learn to dissemble）(84) と述べているところからも，ミシェルは心の内面を隠す仮面の
着け方を知っており，前述のような内面の叫び声は誰にも聞かせない術を心得ていること
が分かる。ここにもミシェルとアレクセイの違いがある。しかし，そのミシェルが動揺し
ているナタリアと一緒にいるところをアーカディに見られ，仮面をうまく装着できないこ
とが二度続いた。アーカディに二人の仲を疑わせてしまう結果がミシェルにこの屋敷を出
て行く決意を固めさせることになる。ミシェルとナタリアが二人きりで過ごす時間はアー
カディが目撃した二度だけではないはずであるが，そのことにアーカディは全く気づいて
いない。さらに，妻が若い家庭教師にどのような想いを持っているかなど想像することす
らできない。妻と二人でいた説明をミシェルに求めていたアーカディがそれを「妻のこと
が好きか」という単刀直入の質問に変えた時，何の釈明もなく「イエス」とだけ答えたミ
シェルは言わないで後悔することがないようにと考えたに違いない。美しい妻に惹かれる
のは男性であれば当然であろうし，共通の話題があれば一緒に過ごす時間があるのも当然
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のことと，アーカディは自らを納得させようとしている。友人のミシェルを失うことを恐
れるアーカディは，それ以上にミシェルがナタリアを伴ってこの屋敷から出て行くのでは
ないかということを恐れていた。
　アレクセイは恋愛に慣れていないと観察したミシェルがアレクセイにこの屋敷を出て行
く理由に加えて，一人の女性に献身的に愛を捧げ，それが報われないときの苦しみを語る。
それはナタリアからの愛情を期待しつつも，結局はその愛を手にすることができなかった
彼の心情を綴ったものになる。一人の女性に心を奪われる時には自尊心も品位も捨て，そ
の女性の何気ない一言や微笑が自分への好意の証と期待を持つが，その愛が報われなけれ
ば失意と悲しみの連続であるとは，ミシェルの経験であろう。ツルゲーネフのミシェルは
さらに激しい調子で女性の惨酷とも思える行動を挙げ，恋愛に潜む危険な局面を強調して
いる12。このミシェルの話を聞いてアレクセイもこの屋敷を出て行く決意を固める。相思
相愛であるのに出て行く理由が分からないと言うヴェラに対して，アレクセイは頭の半分
はナタリアへの想いが残っており正気とは言えないが，残り半分は非常に冷静であると説
明し，この屋敷の中が騒乱状態に陥ってしまった原因が自分にあるため，屋敷を去るのが
妥当であると判断したことを告げる。さらにここでは息が詰まりそうなこと，屋敷の人々
は教養もあり優しい人だが二度と会いたいとは思わないとも言い，ナタリアへの愛は「中
国花火」のようなものだった（A Chinese squib--a quick, blinding flash--then nothing）
(100) と片付けている。翌週のナタリアの誕生日には庭の湖面に花火を浮かせるという案
でナタリアを喜ばせたが，それが新たなる戸外での試みとして美しい火花を幻想的に放つ
ことはない。ただ，ナタリアとの愛を確認し，その「ユニーク」な経験に有頂天になって
いたほんの瞬間，アレクセイはナタリアにキスをし，彼女をぐるぐると回すという行動を
数回みせている。この動きこそが彼の言う「中国花火」の爆竹のような動きに重なる。目
も眩むような閃光を一瞬は出すが，あとには何も残らない。友情が恋愛への導火線には火
をつけなかった（affection. . . never exploded into love）(46) ミシェルの場合同様，アレ
クセイの恋の火花も結局はつくことはなかった。「さようなら」というメモしか残さず立
ち去ってしまったアレクセイに、主導権を奪われたような憤りを感じたナタリアは雇用者
らしい発言をするが，その中に彼との駆け落ちを匂わせるような言葉も含まれている(who 
is he to decide I haven't the courage to throw all this up and go with him!)(102)。しか
し，これも彼が出て行ってしまったから言える空威張り的なものとも考えられる。結婚は
現実的なものと考えるナタリアが，今の状況に不満があるとしても，自由な風を求めて「金
も仕事もない学生」と現在の安定を引き換えにするとは考え難い。おそらくナタリアには
夏休暇のみ屋敷にいるアレクセイの若々しい存在がこれまで自分の周囲になかったものを
補ってくれるのではないかと期待するだけでよかったのかもしれない。アーカディの妻で
あることは経済的，社会的保障をもたらし，ミシェルが側にいることで知的好奇心は満た
され，心地よい言葉で屋内の生活を楽しむことができる。さらにアレクセイが屋外から新
鮮な風と笑いをもたらしてくれれば，彼の若々しさを共有できる時間が可能であったはず
だ。
　ミシェルがアレクセイにこの屋敷を去る理由を述べたとき，同じ立場にあればアレクセ
イも同じことをするだろうと付け加えたのは，間接的にはアレクセイにもこの屋敷を離れ
るように要望した形になる。ナタリアとヴェラの名誉を守るために二人はこの地を去るこ
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とをミシェルがアーカディに説明すると，単純なアーカディはそれを鵜呑みにする。
　　Arkady：(Privately to Vera) How does she know he's going?
　　 　Vera：(Puzzled) He left a note for her.
　　Arkady：Damn it, we agreed I'd tell her.  That was my duty.  
　　　　 　　. . . . . 
　　　　 　　 It's all right, my darling. Everything's in hand. Michel and I had a 
wonderfully open talk.  I don't want an explanation.  I don't need an 
explanation.  All I need is you. . . .    (II. ii. 103)  　（イタリック体，筆者）
これはミシェルが出て行くことでナタリアが動揺していると勘違いしたアーカディの発言
である。アーカディの意味する「彼」はミシェルであるが，ヴェラの知っている状況での
「彼」はアレクセイで，戸惑いながらもアーカディには「彼（アレクセイ）がメモを残し
ていったから」と返答している。ミシェルにもヴェラにも分かることがアーカディには察
知できない。彼には通り一遍の愛の言葉をかけ，一杯の熱いチョコレートという物質的な
もので妻の悲しみ（長年の友人を失うという悲しみ）を慰めることを提案することしかで
きない。自分の部屋に引き下がるナタリアは再び風通しの悪い場所へ戻らなければならな
い運命の流れに入っていく。
　ナタリアがアレクセイへの想いをどうしていいか分からず，だれかれに八つ当たりをし
ていた時に，義母にもひどいことを言ったとミシェルに告白したことがある。夫が不甲斐
ないのは義母のアンナがこの家を牛耳っているからだと，謝罪しても許されないようなこ
とを口にしたことを後悔する告白だった。そのアンナが彼女の夫，アーカディの父親につ
いて語る場面がある。これはツルゲーネフ版にはない箇所で，アンナの夫の描写を通して
ナタリアの性格をも語る一助になっている。
　アンナの夫は30年前に他界しており，アーカディには父親の記憶がほとんどない。一代
で築き上げたこの農場を息子が立派に継承していることを父親も喜んでいるだろうと前置
きし，彼の父親の才能，勤勉さを息子に語ったあとで，父親にはモスクワに愛人のいた 
ことをアーカディに明かす。取引で毎月の月初めにはモスクワに出向く夫はそこに３日間
滞在する生活をほぼ15年間続けていた。アンナは夫の愛人が美人ではないこと，愛人の 
名前がマリアであることまで知っていたが，どのような経緯でそれを知るに至ったかは
語っていない。夫がその女性について語ったことはなく，アンナも敢えて聞こうとは思わ
なかったと言う。アンナは自分が夫を愛しており，夫も自分を愛してくれているというだ
けで充分だったからだと付け加える。愛人のことが話題になれば双方が傷つくのみだと承
知しているからである。さらに別れの挨拶にやって来たミシェルにも次のようにも語って
いる。
　　Anna： Strange, isn't it?  She has the unqualified love of a very good man.  But 
for some women--and for many men--that doesn't seem to be enough.  And 
instead of that love satisfying, enriching, it becomes another form of . . . 
suffocation.  So that all of their life is dissatisfying, even turbulent.  And the 
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people who offer their love without reservation, even though that love is 
neither fully appreciated nor fully reciprocated, they are the fortunate ones 
. . . strange as it may seem . . . even though they don't believe they are. . . .
      (II. ii. 106-107)
無条件に愛情を注ぐ配偶者に満足しない男女がいること，時には立派すぎる夫，或いは素
晴らしすぎる妻との生活に息苦しさを感じる人たちがいることをアンナは語る。アレクセ
イが去ったあとにはいつもの変わらない日々が戻ってくることを語るヴェラに対して，あ
の日常が自分を狂わす（it's the normal that's deranging me）(103) と返答したナタリア
である。アンナの夫がそうであったように，ナタリアもその部類に属する妻であるという
のがアンナの観察のようだ。或いは，配偶者に無償の愛を与える自分の立場と息子の立場
の共通域にミシェルも加わることを許可しようとしているかのような発言とも響く。相手
に注いだだけの愛情が返ってこなくとも，与えた愛が充分に報われなくとも，それでいい
と考えている，或いはそう考えようとしている。この演劇の冒頭でカードゲームに興じ
ているアンナが，運命に逆らうことの無意味さを口にする場面がある（Why should one 
battle with fate?）(20)。無論それはゲーム上での発言であるが，彼女の人生の受け入れ
方とも重なるものである。夫に愛人がいることは諸手をあげて喜べることではない。しか
し，敢えて家庭のなかに波風を立てるようなことは口にせず，お互いの愛情を感じあうこ
とができるのであれば，それも幸せだと信じようとした彼女の生き方の一面を窺わせる。
アーカディはナタリアとミシェルの付き合いを見て，「妻がきちんとわきまえてくれる限
り」（as long as she was reasonable discreet）(91-92) 二人の付き合いには寛容でいよう
としていた。しかし，ミシェルに抱きつくようにして涙を流しているナタリアの尋常では
ない姿をアーカディひとりが目撃したのではなく，一度目は母とともに，二度目は狡猾な
医師も居合わせたことで，自分以外の男性にあれほどの信頼と親密度を見せる妻と友人と
のことを黙認するわけにはいかなかった。アーカディがアンナのような態度を貫くことが
できなかったのは，女性と男性の違いがあることも否めない。しかし，夫が感じたであろ
う息苦しさを理解したアンナのようには，アーカディは妻の気持ちを汲み取ることができ
ない。妻と愛人の両方からの愛と自由を手にしたと思えるアンナの夫とは異なり，アーカ
ディとミシェルの献身的，誠心誠意の愛はナタリアの心を満たすことはなかった。しかし，
アレクセイへの愛を貫くことは不可能であることも冷静さを取り戻せばナタリアには判断
できることである。愛と自由を手に入れたいと思いながらも，初めて経験する恋の苦しみ
の中にナタリア自身は己の弱さを自覚し，頭で分かることと心で感じることが一致せず，
説明しきれない己の姿に大きな戸惑いを感じているナタリアの姿が浮き彫りになる。
IV
　この作品にはアーカディとナタリア，アンナと亡夫という夫婦像が描かれることに加え
て，これから結婚するカップルが明らかになり，結婚に対する考え方，姿勢の多様性を見
せつける。まず，ナタリアが後見している17歳のヴェラに結婚話を持ってきたのは村の医
師でこの屋敷に出入りしているシュピゲルスキーである。彼は仲人役を引き受けるにあ
たって相手のボルシンツォフ（Bolshintsov）から新品の馬車をもらう約束を取り付けて
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とをミシェルがアーカディに説明すると，単純なアーカディはそれを鵜呑みにする。
　　Arkady：(Privately to Vera) How does she know he's going?
　　 　Vera：(Puzzled) He left a note for her.
　　Arkady：Damn it, we agreed I'd tell her.  That was my duty.  
　　　　 　　. . . . . 
　　　　 　　 It's all right, my darling. Everything's in hand. Michel and I had a 
wonderfully open talk.  I don't want an explanation.  I don't need an 
explanation.  All I need is you. . . .    (II. ii. 103)  　（イタリック体，筆者）
これはミシェルが出て行くことでナタリアが動揺していると勘違いしたアーカディの発言
である。アーカディの意味する「彼」はミシェルであるが，ヴェラの知っている状況での
「彼」はアレクセイで，戸惑いながらもアーカディには「彼（アレクセイ）がメモを残し
ていったから」と返答している。ミシェルにもヴェラにも分かることがアーカディには察
知できない。彼には通り一遍の愛の言葉をかけ，一杯の熱いチョコレートという物質的な
もので妻の悲しみ（長年の友人を失うという悲しみ）を慰めることを提案することしかで
きない。自分の部屋に引き下がるナタリアは再び風通しの悪い場所へ戻らなければならな
い運命の流れに入っていく。
　ナタリアがアレクセイへの想いをどうしていいか分からず，だれかれに八つ当たりをし
ていた時に，義母にもひどいことを言ったとミシェルに告白したことがある。夫が不甲斐
ないのは義母のアンナがこの家を牛耳っているからだと，謝罪しても許されないようなこ
とを口にしたことを後悔する告白だった。そのアンナが彼女の夫，アーカディの父親につ
いて語る場面がある。これはツルゲーネフ版にはない箇所で，アンナの夫の描写を通して
ナタリアの性格をも語る一助になっている。
　アンナの夫は30年前に他界しており，アーカディには父親の記憶がほとんどない。一代
で築き上げたこの農場を息子が立派に継承していることを父親も喜んでいるだろうと前置
きし，彼の父親の才能，勤勉さを息子に語ったあとで，父親にはモスクワに愛人のいた 
ことをアーカディに明かす。取引で毎月の月初めにはモスクワに出向く夫はそこに３日間
滞在する生活をほぼ15年間続けていた。アンナは夫の愛人が美人ではないこと，愛人の 
名前がマリアであることまで知っていたが，どのような経緯でそれを知るに至ったかは
語っていない。夫がその女性について語ったことはなく，アンナも敢えて聞こうとは思わ
なかったと言う。アンナは自分が夫を愛しており，夫も自分を愛してくれているというだ
けで充分だったからだと付け加える。愛人のことが話題になれば双方が傷つくのみだと承
知しているからである。さらに別れの挨拶にやって来たミシェルにも次のようにも語って
いる。
　　Anna： Strange, isn't it?  She has the unqualified love of a very good man.  But 
for some women--and for many men--that doesn't seem to be enough.  And 
instead of that love satisfying, enriching, it becomes another form of . . . 
suffocation.  So that all of their life is dissatisfying, even turbulent.  And the 
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people who offer their love without reservation, even though that love is 
neither fully appreciated nor fully reciprocated, they are the fortunate ones 
. . . strange as it may seem . . . even though they don't believe they are. . . .
      (II. ii. 106-107)
無条件に愛情を注ぐ配偶者に満足しない男女がいること，時には立派すぎる夫，或いは素
晴らしすぎる妻との生活に息苦しさを感じる人たちがいることをアンナは語る。アレクセ
イが去ったあとにはいつもの変わらない日々が戻ってくることを語るヴェラに対して，あ
の日常が自分を狂わす（it's the normal that's deranging me）(103) と返答したナタリア
である。アンナの夫がそうであったように，ナタリアもその部類に属する妻であるという
のがアンナの観察のようだ。或いは，配偶者に無償の愛を与える自分の立場と息子の立場
の共通域にミシェルも加わることを許可しようとしているかのような発言とも響く。相手
に注いだだけの愛情が返ってこなくとも，与えた愛が充分に報われなくとも，それでいい
と考えている，或いはそう考えようとしている。この演劇の冒頭でカードゲームに興じ
ているアンナが，運命に逆らうことの無意味さを口にする場面がある（Why should one 
battle with fate?）(20)。無論それはゲーム上での発言であるが，彼女の人生の受け入れ
方とも重なるものである。夫に愛人がいることは諸手をあげて喜べることではない。しか
し，敢えて家庭のなかに波風を立てるようなことは口にせず，お互いの愛情を感じあうこ
とができるのであれば，それも幸せだと信じようとした彼女の生き方の一面を窺わせる。
アーカディはナタリアとミシェルの付き合いを見て，「妻がきちんとわきまえてくれる限
り」（as long as she was reasonable discreet）(91-92) 二人の付き合いには寛容でいよう
としていた。しかし，ミシェルに抱きつくようにして涙を流しているナタリアの尋常では
ない姿をアーカディひとりが目撃したのではなく，一度目は母とともに，二度目は狡猾な
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IV
　この作品にはアーカディとナタリア，アンナと亡夫という夫婦像が描かれることに加え
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たって相手のボルシンツォフ（Bolshintsov）から新品の馬車をもらう約束を取り付けて
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いる計算高い男である。ボルシンツォフは57歳，かなり広い農場を経営しており，農奴も
320人をかかえ，それなりに経済的基盤はあるが，社交のたしなみとしてチェスもダンス
もできない，楽器も弾けない，遊学の経験もなければ外国語も話せないという，身元調査
のような情報を医師は聞き出す。アーカディ同様に農場経営者であるが，おそらく敷地の
規模に加えてこのような彼の背景がアーカディとは同じ立場に立たせない要因かもしれな
い。ナタリアは彼を見下げるような発言をし，ボルシンツォフ自身もアーカディの屋敷に
やって来るときはおどおどしている。ボルシンツォフからの申し出を初めてナタリアが
ヴェラに伝えた時は，ヴェラは相手にしなかった。年齢がかけ離れていることに加えて，
決して女性をひきつけるような容貌の持ち主ではなかったからである。しかし，ナタリア
とアレクセイの感情のもつれの中に巻き込まれたことをきっかけにヴェラはこの結婚を承
諾する。アレクセイが好きだという感情と結婚は別のものだと割り切ったからである。「金
も仕事もない」若者と一緒にいれば楽しい時間を過ごすことは保証されるであろうが，体
を斜めにしなければ入れないような（アレクセイの）家の狭い台所に毎日一人座っている
姿を自らには重ねたくない。アレクセイへの感情は「ユニーク」な経験として心に納め，
ナタリアからの独立を決心する。アーカディはミシェルに「妻が好きか」という一つの質
問をして二人のわだかまりに結論を出したように，ヴェラは仲介人の医師にボルシンツォ
フに関して一つの質問をする。しかし，それは「彼は私が好きか」というような愛情に関
するものではなく，「気に入らないようなことをした時，私を叩くような男か」と，寛容
さを問うものであった。結婚相手は善良で優しい男が好ましいというナタリアの言葉が
ヴェラの脳裏に横切ったようだ。アレクセイの言ったように「ナタリアのように，大きな
家を持っている金持ちと結婚することが先々の幸せにつながる」という将来を選ぼうとし
ている。それは，アレクセイに頼まれて凧の足をつける糊を捜しにきたとき，ミシェルが
「一日用」と「恒久的」（This one lasts a day.  This one lasts forever.）(28) と二種類の
糊を差し出した時，両方を持っていきながら，多分「恒久的」なものを使うだろうと言っ
たヴェラを思い出させる。アレクセイへの一時的な想いも「ユニーク」なものとして経験
し、結婚という末永い形になるものは現実を見極めて選択している。しかし，経済的に安
定することが幸せにつながるとは限らないことはナタリアの例から分かる。粗野で無骨者
の初老の男性はヴェラを大切にし，不自由のない生活を保障するであろうが，アーカディ
同様物質的なものに頼るしか方法を知らないであろう。結婚の申し込みの言葉さえシュピ
ゲルスキーに教えを請うボルシンツォフがヴェラと心が通い合う夫婦らしい会話を楽しめ
るかどうかは疑問である。無口な夫がアーカディのように屋外での仕事に精を出せば，ア
レクセイの言う狭い台所ではなく，広い居間で一人座っているのはヴェラである。また，
毎年秋には家畜の売買のためにモスクワに行くというボルシンツォフの姿がアンナの夫を
思い出させ，ヴェラの将来の姿にはナタリアとアンナの姿の一面が重なる。フリール作品
の中にも家の没落のため成金の男鰥と結婚し，好きなピアノを諦める上流階級の娘の姿を
描いているものがある13。ヴェラの美しいピアノ演奏が突然中断し，それにうっとりと聞
きほれているボルシンツォフの姿で作品を終わらせるフリール版は，言葉では表現しきれ
ないヴェラの複雑な心境と彼女の将来を象徴的に表している。
　この結婚話をまとめた医師もアンナのお供役のリザベータとの結婚を決める。女性との
付き合いがなく，女性との話し方を伝授してくれるよう頼むボルシンツォフに対して懇切
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丁寧にヴェラへのプロポーズの一語一句を教えていた時に，リザベータに言及するような
語句を使ってボルシンツォフを困惑させたことがある医師の言動には，医師とリザベータ
の結婚を予見させるものがあった。40歳の医師と36歳のリザベータの結婚についての話し
合いは非常に現実的な会話で紹介されている。ヴェラが結婚を決めたのは愛情が最重要事
項ではないことは明らかであるが，それ以上にこの二人の場合は結婚という契約を事務的
に処理している。お互いが今の状況に飽き飽きしていることを認め，この先二人でやって
いこうではないか，という前提である。そして医師は自分の本性は周囲の人間が目にして
いるような愛想のいい人間ではなく，全く正反対の辛辣で，怒りっぽい，ずる賢い人間で
あること告げる。屋敷の連中が自分の農民的部分を軽蔑しているように，自分はお高くと
まる屋敷の人間を毛嫌いしていること，しかしそれを隠すために愛想のいい人間という仮
面をつけていることを悪びれる様子もなく語る。さらに医師としての実力のなさまでさら
け出し，結婚が女性に持たせる甘い夢を最初から排除している。結婚して数年後に女性が
結婚生活に幻滅するであろう現実を初めから見せつけている。それでもリザベータは驚く
こともなく，医師との結婚を承諾する。考える期間を置かずに承諾するのはヴェラと同様
である。それはまるで一日も早くこの息詰まるような屋敷からの脱出を叶えたいかのよう
な性急さを伝えている。
　カードゲームをしているときに，言葉の使い方が正しくないシャーフの言語表現を逐一
直していくアンナの様子はフリール版のみに見られ，フリールの言葉への関心の高さがこ
こでも表されている。シャーフの冒頭の台詞は 'Hartz are trumpery.' (17)というものだっ
た。それをアンナが 'Hearts are trump.'(17) とゲーム上の使い方を正しく教えたが，リ
ザベータのカードの出し方が不服だったのか，シャーフの言い方をアンナがそのまま使っ
たことがある。そうすると「ハート（心）はくだらない」と響き渡り，どのカードでもい
いから出すように言われたリザベータの返事が「一枚だけ持っているハートで勝負しよう」
(I'll hazard the only heart I have)(20) であった。それは後になって医師との結婚に一か
八かの賭けに出たようなリザベートを思わせる言葉となっているようだが，医師との結婚
への過程をみると，幸せを求めての賭けとは言えそうにない。ヴェラがナタリアの庇護の
もとから飛び出す決意を固めたように，アンナのコンパニオンとしての退屈な生活に終止
符をうって，ヴェラ同様，現実的な生き方である一家の女主としての場所を獲得したのみ
である。
　もう一組のカップルはこの屋敷の使用人どうしで，43歳のマトヴェイ（Matvey）と20
歳のカーチャ（Katya）である。マトヴェイがカーチャの一ヶ月前の様子と打って変わっ
たような現在のつれない様子に翻弄される姿は，さながらミシェルを思わせる。カーチャ
は家庭教師のシャーフとも付き合っていることが二人の会話の中から分かり，また，この
二人が付き合っていることはヴェラやアレクセイ，さらにリザベータの知るところである
が，マトヴェイにはそれが分かっていないという点はアーカディの滑稽な姿とも重なる面
を持っている。しかし，ことの経緯は語られないが，この二人が結婚にこぎつけたことは
明確で，夫婦の責任を分かち合うことに幸せを感じるというカーチャの堂々とした言葉は
印象深い。この二人が結婚することはツルゲーネフ版にはなく，夫婦のあり方の根本的一
面を使用人に語らせる皮肉と面白さがフリール版には見られる。
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V
　一ヵ月後のこの屋敷はミシェルとアレクセイの退去とともに，ヴェラとリザベータとい
う二人の女性を失う。意気揚々と住み慣れた青空の自由のなかに戻っていくアレクセイと
比べ，忍耐強く愛の開花を待ちわびたが，それが叶わず，本心に背いて屋敷を出ることし
か選択できなかったミシェルの屋外への一歩が今まで以上の幸せを彼にもたらすかどうか
は疑問である。草原での凧揚げに出向く時，二人ずつ並んで歩くなか，一人しんがりを務
めるミシェルに，方向転換すれば先頭になれると言った医師の言葉が皮肉に響く。アレク
セイ同様，屋外で自由な空気を満喫していたヴェラは風通しの悪そうな屋敷に閉じこもる
ことになり，リザベータはアンナという老婦人のお供役から無口で計算高い医師のお供役
に替わったのみである。しかし今までどおりの生活が営まれていくことはミシェルの言葉
が証明することだろう。愛のない退屈な時間に苛まれ続けるナタリアの姿もそこにあるだ
ろうが，一時の安らぎをもたらしてくれたミシェルを失うナタリアの孤独は今まで以上の
ものになることは容易に想像できる。しかし，ナタリアは自分がどれほどミシェルを傷つ
けたかを察することはできない。常に自分と一緒にいるミシェルには自分のことがお見通
しであろうと，彼からの理解は求めても，相手への配慮ができなかった人物である。優れ
た指導力を発揮することが領地経営にも家庭の平和にもつながることと信じるアーカディ
の生き方も変わることはない。自分たちにないものを持ち込んだアレクセイに一時的にの
ぼせ上がったナタリアのように，アーカディも新しい機械に夢中になるに違いない。アレ
クセイをイヴァンと誤って呼び続けていたアーカディには，アレクセイは使用人である文
盲の鍛冶屋イヴァンと大差ない存在でしかなかった。新しい世代に属する知的若者は既存
の政治経済，文化，男女関係にまで批判的な攻撃を浴びせがちであるが14，アレクセイは
そのような過激な行動にでたわけではない。しかし，階級も礼儀作法も望むものも全く異
なるアレクセイがこの屋敷に別の空気を持ち込んだのは確かである。自分たちとは全く
別種の人間（altogether different from us）(23) とナタリアが呼んだアレクセイの考え方
も分からず，さらに悪いことに，自分たち自身のことも分かっていない（we know very 
little about ourselves）(23) と付け加えたナタリアの言葉が証明するように，結局のとこ
ろ両者の相互理解は不可能であったことが分かる。ミシェルが庭の巨木と若木の二本の木
のそれぞれの美しさを愛でていたのに対し，ナタリアは自然の残酷さを強調し，同じ環境
に育つ人間どうしの間にも考え方の相違があることを明らかにしている。と同時に，自然
を雄弁に賛美するミシェルとは異なり，ミシェルの称賛に感謝し人間の悲しみに同情して
立ち止まることなどない冷徹かつ普遍的な自然の姿をナタリアは客観的に見ている。ツル
ゲーネフ版には美しく着飾る貴族の男が素朴な村娘を追いかける例が取り上げられ，貴族
の価値観が農民には理解しがたい旨を伝えるなかで，階級や環境の違いが全く別の価値観
を作り上げることを暗示する場面がある15。社交界に出すには未完成とアレクセイを判断
したナタリアはアレクセイのために紳士教育を実行したかった。しかし，おそらくそれは
アレクセイの望むものではなく，紳士教育が夏の時間つぶしのゲーム感覚にしか映らない
ナタリアの考えはアレクセイには理解できないだろう。フリール版でも社会的身分の差，
青春と老齢，屋内と屋外という対比的なものを背景に内面描写をより明確にしている面は
ツルゲーネフの主張を弱めてはいない。
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　ツルゲーネフはこの作品のタイトルを The Student にするか，Two Women とするか，或
いは A Month in the Country とするか迷い16，最終的に A Month in the Country に落ち着いた
らしい。The Student というタイトルからは，作者の関心はこの屋敷にやって来た若い家庭
教師の青年に向けられているようで，Two Women ではその家庭教師の青年をめぐる二人
の女性の方により関心が向けられているようである。しかし，A Month in the Country とい
うタイトルは作中人物を種々の角度から考察，包括することを可能にしている。さらに，
アレクセイが家庭教師としてこの屋敷に滞在した一ヶ月の間のことと，その一ヶ月前のこ
とを比較し，変化に言及する台詞が散りばめられている。これは，舞台を単にこの一ヶ月
に限定するのではなく，アレクセイがあと半年もすればすべて忘れてしまうのを残念がっ
ている台詞からも明らかになるように，この一ヶ月の前後の時を加えることで，永遠なる
時の流れを窺わせる広さをこの作品に与え，作品が表現してきた人間生活に普遍性をもた
らしている。
　フリールはこの作品を通してアイルランド作曲家のジョン・フィールド17の作品をヴェ
ラに弾かせ，アンナにもフィールドに遭わせたという脚色を加えている。アイルランド的
雰囲気で舞台全体を包みながら，愛と結婚という普遍的主題を軸に素顔を隠し続けた仮面
をはずし，心をさらけ出す内面告白がこの作品を作りあげてきた。新婚７ヶ月の友人がす
でに愛のない退屈な生活を送っていることをナタリアに報告するミシェルの言葉は，愛が
アレクセイの言う爆竹のような一瞬の火花しか放たない短命なものであることの前ぶれに
なっている。目のくらむ閃光のあとに闇しか残らないように，愛の言葉のあとには倦怠感
しか残らない。誰もがレース編み職人の姿をとる可能性を強調する主流の部分は，社会的，
時代的，或いは地理的背景を越えて変わることのない人間の孤立と孤独を浮き彫りにさせ
る。ナタリアの言うように，人は自分自身のことさえ分からない部分があり，さらに他人
には入り込ませない不可解な領域を持っている。その深層の秘めたところでのみ自己の解
放を試みることが可能であるが，表層に真の姿を見せることは決してない。これこそが周
囲の近しい人との心からの交わりでさえ妨害するものである。しかし，究極のところで愛
に頼ることができず，目の前の一針一針に集中するレース編み職人の表す孤立する姿は，
個人の誰もが抱える葛藤であることをこの作品は伝えている。
注：
１　 藤木和子，「チェーホフ世界の中のフリールのバリーベッグ　Uncle Vanya の場合」，
『ノートルダム清心女子大学紀要　外国語・外国文学編　第34号　第１巻』（岡山，ノー
トルダム清心女子大学，2010），pp. 29-42。
　　 　　　　，「ブライアン・フリールの『三人姉妹』　言葉の問題を中心に」，『ノートル
ダム清心女子大学紀要　外国語・外国文学編　第35号　第１巻』（岡山，ノートルダ
ム清心女子大学，2011），pp. 37-54。
２　 Brian Friel, "Ivan Turgenev (1818-1883)", A Month in the Country－after Turgenev (Old 
Castle, County Meath: The Gallery Press, 2006), p. 10. 
３　 Ibid., p. 11.
４　 Brian Friel, "Preface", A Month in the Country－after Turgenev (Old Castle, County 
Meath: The Gallery Press, 2006).
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For 時間副詞
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For time adverbials
Fujiro FUKUSHIMA
This paper treats the relation between telicity and two types of the time adverbials. 
The time adverbial with the prepositional phrase of for (for an hour) is combined with 
the event containing the verbs with a [-telic] feature, while the time adverbial beginning 
with in (in an hour) appears with the event with a [+telic] feature. Among many 
apparently exceptional usages of for time adverbials, the true exceptional usage of the 
for time adverbial is focused on in this paper, which modifies the resultant state of 
affair that is produced after some event, not the event itself in a narrow sense of event. 
Whether this type of usage is permitted or not depends on the semantic traits of the 
verbs. I propose two notions which enable us to shift our cognitive view to the state of 
affairs that is atelic.
Key words: time adverbials,  telicity,  resultant state
０．序
　　telicity と時間副詞の関係は長く、いろんな研究者が取り上げている問題だが、
Vendler(1967)、Dowty(1979) で述べられている関係を基本として、それからずれる時間
副詞の用法が Rothstein(2004a,b) らによって取り上げられている。本論ではそれらの例外
的な時間副詞の使い方の中でもあまり取り上げられていない用法に焦点を当てて、その用
法がどのような場合に可能になるかを述べたいと思う。
　　 John is going to France for one year.
この例文の for one year の解釈は、ジョンがフランスに行って滞在する期間が１年であ
るということを意味し、go to France を修飾しているような時間副詞ではない。このよ
うな時間副詞の使い方は直接的には文中の述部の時間とは関係しない。go to France は
telicity の観点から述べると、accomplishment 動詞であり [+telic] の性質を持つので、本
来は for one year という時間副詞とは共起しない。しかし、実際にはこのような表現が存
※　本学文学部英語英文学科
